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会期〈6月8日～6月29日〉
6月8日　 開会
　　　市長提出議案
　　　　　予算案	 1件
　　　　　条例案	 3件
　　　　　その他議案	 11件
　16日　一般質問（7人）
　17日　一般質問（6人）
　18日　一般質問（5人）

　19日　各常任委員会（分科会）
　22日　特別委員会
　25日　�予算決算常任委員会
　29日　閉会
　　　市長提出追加議案	 3件
　　　議員提出議案	 2件

　　※議案等の採決結果（P15参照）

６
月
定
例
会

条例案等をチェック （P13参照）
　市長から提出のあった条例案やその他の議案については、各常任委員会で審議されました。

予算案をチェック （P12参照）
　市長から提案のあった予算案については、予算決算常任委員会で審査されました。

令和8年度6月補正予算
 一般会計 	 補正額	 1億3,521万9千円

 一般会計の累計
	 578億1,521万9千円
 全会計の累計
	 1,158億2,891万9千円

議員提出議案をチェック （賛否はP15参照）
　議員から提出された議案のうち意見書については、可決された意見書を、内閣総理大臣をはじめ、関係
機関に送付しました。木下議員から議案第５号に対し、反対討論がありました。
議案第5号　�自衛官への暴挙発言に対する議員辞職を求める決議
議案第6号　�社会全体で全てのケアラーを支援する仕組みの構築を求める意見書

人事案件
　固定資産評価審査委員会委員
　　木

きむら
村　鉄

てっぺい
平 氏（上小松町）の選任に同意しました。

小松市イメージキャラクター
カブッキー

　農業委員会委員
　　浅

あさい
井　良

よしこ
子 氏（南浅井町）

　　奥
おくだ
田　直

なおと
人 氏（佐美町）

　　木
きどにし
戸西　八

はちろう
郎 氏（矢崎町）

　　寺
てらもと
本　芳

よしき
樹 氏（瀬領町）

　　灰
はいだ
田　繁

しげお
雄 氏（向本折町）

　　淺
あさの
野　由

ゆき
紀 氏（園町）

　　川
かわばた
畑　眞

まちこ
智子 氏（須天町）

　　辻
つじ
　和

かずや
也 氏（津波倉町）

　　中
なかむら
村　一

かずひで
秀 氏（草野町）

　　松
まつもと
本　康

やすひで
秀 氏（月津町）

　　大
おおき
木　淑

としこ
子 氏（白江町）

　　北
きたがわ
川　辰

たつお
夫 氏（漆町）

　　辻
つじ
　徳
のりかず
和 氏（向本折町）

　　西
にした
田　清

きよあき
明 氏（荒木田町）

　　山
やまもと
本　浩

こういち
一 氏（千代町）
の任命に同意しました。
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議会だより 222号 3

◆物価高対応のデジタル給付
こども食育支援事業の目標と、持続可
能なシステム基盤構築に向けた既存シ

ステム活用の見解は。
食事代の補助や家族団らん機会の増加
が目的で、申請率９割の達成を目指す。

類似事業の受託実績があるシステム事業者を
選定し、夏休み期間中の利用開始とする。

スマホ買替えが必要な高齢者の負担軽
減策や、若手地域人材を活用する学生

スマホサポーター導入への見解は。
購入補助はないが、出張スマホ教室な
どのスマホ活用支援を実施している。学

生スマホサポーターは様々な課題を整理した
上で検討していく。

◆ＡIの現在地と今後の関わり方
自動運転バス実証実験における接触事
故の要因と、安定した運行に向けた今

後の安全策は。
現在は対象物の認知のみにＡIを活用し
ている。事故はステアリングを切る指

示と実際の制御が追従できていないことが原因。
今後はシステムが指示したステアリング角度と、
実際に切られたステアリング角度の乖離を検
知し、接触を防止する機能等を追加し、予測
判断にもＡIを活用していく。

教員が適正なＡIの活用法を身につける
ルール整備や、人手不足が懸念されるI

ＣＴインストラクターの育成等、体制強化はど
う進めるか。

生成ＡI利活用ガイドラインを策定し、
教員研修を実施する。インストラクター

の確保と育成は関係部局と連携し、実効性あ
る対策を講じる。

◆新市民病院建設と先端医療技術・地域
連携について

高度医療の充実をどう図っていくか。

人材強化に加え、新病院では、迅速か
つ効率的に高度医療を提供できる体制

を検討していく。

金沢大学附属病院との連携について。

高難度手術の対応強化を図るためには、
医師の確保が必要となるため、これま

で以上に金沢大学附属病院との関係を強化し
ていく。遠隔手術についても、双方の病院の
医師の連携強化を進めていく。

高難度の手術ができる中核病院に向け
ての対応は。
血管造影装置を更新予定。新病院では、
手術機能の強化や、感染症に対応でき

る設計としていく。

病院のＤＸの加速にどう取り組む。

ＡIによる看護師の勤務表作成システム
などを導入予定。

職員が働きやすい環境整備を。

限られた財源の中でスペースを有効活
用し、リフレッシュできる環境と仕組み

づくりを検討していく。
市民の命や最前線で働く職員を守る、
市長の熱い思いは。
南加賀医療圏内の医療機関がそれぞれ
の役割を明確にし、医療圏一丸となって

医療体制を構築することが何よりも重要である。
小松市民病院がその中核病院となり、医療圏
内の人々は医療圏内でしっかりと守っていくと
いう強い使命感を持って取り組むことで、結果
として小松市民の健康を守ることにつながる
ものと確信している。

◆下水道管路の老朽化対策
埼玉県八潮市の道路陥没事故を受けて
の本市の調査結果に対し、今後の対応は。
緊急度１及び空洞箇所は、昨年度内に
修繕完了。緊急度２の箇所は、今年度

中に修繕を完了予定。今後も、計画的な点検
調査を継続し、修繕や改築工事を実施するこ
とで、管路の健全化を図り、事故の防止に努
めていく。
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生成AIを活用した次世代の学びへ
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◆不登校児童・生徒への支援について
出席扱い・成績評価について。

学校と教育委員会が連携をとって出席
判断をしている。また、個々の学習状

況を踏まえ、数値による評価ではなく、文章
の記述により成績評価を行っている。

居場所を必要としている子ども達への
寄り添いや環境の整備が重要ではないか。
学校には通学できるものの教室に入る
ことが難しい児童生徒については、相

談室等で受け入れ、支援を行っている。
　学校に行けない児童生徒については、家か
ら出て様々な関わりを持とうと、ふれあい教
室に通っている。
　家から出られない児童生徒については、相
談員が訪問し、支援を行っている。
　学びの多様化学校は、学習意欲はあるもの
の登校しづらい児童生徒が自分に合った学習
内容やペースで学習を進めることで自信を取
り戻し、将来、社会の一員として活躍していく
力を身につける場であると考えている。

◆学校現場における性暴力などの被害
防止について

性暴力から守るためには予防を重視し
た取組が必要ではないか。
教職員の事故や犯罪防止の注意喚起を
行っている。個人的なＳＮＳのやり取り

禁止、個人携帯での動画等の撮影禁止などを
繰り返し伝え、犯罪防止に努めている。

自分の身体を守る教育について。

小学校低学年次からプライベートゾー
ンの大切さ、嫌なことを断る、その場

から逃げるなどの指導をしている。中学年次
からは、男女の体の違いや心の発達など、性
情報への対処などを学んでいる。

こども性暴力防止法について。

法施行に先立ち、教職員採用時に性犯
罪歴の確認を実施している。児童生徒

が安心・安全に学校生活が送れることが大切
であり、教職員の法の理解、倫理観の醸成に
努め、保護者も安心できるよう、学校の取組
を情報伝達していく。

◆小松市地域防災計画改定について
これまでの避難所避難者数22,000人を
16,466人に想定したのはなぜか。
自宅にとどまる方や車中で避難生活を
送る方など、避難所以外で避難する方

がいるため。
公民館等の施設が届出避難所として開
設可能になるが、運営方法や指定避難

所との関わりについて。
地域の自主防災組織または町内会を想
定している。有事の際には、指定避難

所の備蓄品を活用する。
避難者へのトイレ確保について。

発災３日目までは避難者75人当たり１基、
発災４日目以降は50人当たり１基、発災

７日目以降は20人当たり１基のトイレを確保する。

◆猛暑から市民の命と健康を守れ
生活保護世帯でのエアコン設置の方法
と状況把握について。
平成30年度から一時扶助費の支給対象
にエアコンが追加されており、職員が

訪問等を通じて設置状況の把握に努めている。
高齢者世帯への声かけはどうか。

民生委員や地域福祉推進員を中心に、
定期的な訪問や見守り活動を行っている。
低所得世帯を対象にしたエアコン購入
支援が必要と思う。
クーリングシェルターの設置拡大や的
確な注意喚起、予防啓発などを通じて、

熱中症予防に努める。

◆加齢性難聴者の社会参加について
聞こえの大切さの周知・啓発の取組の
状況はどうか。また、検診での聴力検

査項目の設定はできないか。
健康イベントやいきいきサロンなどの機
会を活用し、広く周知を図っていく。ま

た、人間ドック及び脳ドックにおいて聴力検査
を実施している。

補聴器購入費助成の検討を求める。

先行自治体
の運用状況

及び国・県の動向
を把握するととも
に、制度設計、財
源確保、導入効果
及び必要性につい
て検討する。
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